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1 はじめに
2018年を境に，日本における18歳人口は減少する。
それに伴い，各大学では，入試広報においても，優
秀な学生を確保するために，どのような対象に対して，
どのような広報を行なうのか，戦略的な取り組みを行
なう必要がある。その戦略を考えるために，まず，琉
球大学の現状と，琉球大学の所在地である沖縄県が
推進している取り組みを述べる。
沖縄県中頭郡西原町にある琉球大学は，7学部 （人
文社会学部，国際地域創造学部，教育学部，理学部，
医学部，工学部，農学部） を有する総合大学である。
琉球大学の学生構成の特徴は，学部によって差はあ
るものの，全体としては，沖縄県の高等学校出身者
が全学生の約 6割以上を占めている点にある （令和
元年5月現在）。志願者に関しても，同様の割合である。
このことから，優秀な学生を確保するためには，県外
出身の生徒の入学を促して学生の多様性を保つ，も
しくは高めると同時に，県内出身の優秀な生徒の確保
も必要となる。そのため，県内の生徒に対してもどの
ような入試広報を行なっていくのかを考えなくてはな
らない。
沖縄県 （2018） によると，沖縄県の高校生の大学・
短大進学者の割合は全国平均よりも低くなっている。
沖縄県では大学・短大進学者の割合を上げるための
事業の一環として，進学力グレードアップ事業，県外
進学大学生奨学金の給付，グローバル・リーダー育
成海外短期研修事業等が推進されている。進学力グ
レードアップ事業は，高校 1，2年生に県外の大学を
訪問・研修させ，県外国公立大学への進学を推進す
るものである。高校生にとっては，沖縄県以外の大学
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を知ることができる数少ない機会であり，進学意識の
高い生徒にとっては励みとなる事業と言えるだろう。
県外進学大学生奨学金は，グローバル社会で活躍で
きる人材育成のために，スーパーグローバル大学の認
定を受けている大学へ進学する生徒に対して給付さ
れる奨学金である。グローバル・リーダー育成海外
短期研修事業では，世界各国に高校生を派遣し，英
語力と国際性を身に付けた人材の育成が目的とされ
ている。
これらの事業の特徴としては，高校生の目を県外・
海外の大学に向けさせているという点が挙げられる。
沖縄県内にある大学の数とその定員は限られており，
沖縄県全体の大学進学率を上げるためには，県外の
大学を目指さなくてはならない。そこで沖縄県内の高
等学校は，県外の大学の情報収集を行ない，保護者
や生徒に対して情報提供し，県外への進学も勧める
ようになっていると考えられる。
しかしながら，進路を決める際には，沖縄県内の大
学と沖縄県外の大学両方の選択肢を持ち，高校生自
身の興味関心や学力，保護者の意向や経済的な状況
を考慮して，その多くの選択肢の中からどの進路を選
びとるかを本人が様々な相手と相談して決めるという
のが本来の進路選択の姿であると考えられる。現在，
琉球大学アドミッションセンターでは，高校生に向け
ての情報提供として，様々な事業を行なっている （山
田ほか， 2019）。すでに大学進学を決めつつある生徒
に向けて入試の情報や琉球大学について説明する琉
球大学説明会，進路が未定の生徒に向けて，大学進
学の意義，文理選択等の情報を提供する大学進学支
援講座，医療系，エンジニア系を目指す生徒の後押
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